
令和４年１1月２日現在の情報で掲載しています。

新型コロナウイルスワクチン

だから、わたしは
接種します。

。
自分と大切な人を

  守りたい

●新型コロナウイルスワクチンの接種は、予防接種法上、努力義務が適用されており、「接種を受けるよ
う努めること」（16歳未満の場合は保護者に「受けさせるため必要な措置を講ずるよう努めること」）が
求められています。

●「努力義務」は「接種義務」とは異なり、接種はあくまでもご本人の意思または保護者の方の同意に基
づいて受けていただくもので、強制ではありません。接種にあたっては、正しい情報をもとに効果と安全
性を十分に理解したうえで、接種する、しないを決めてください。

●病気や様々な事情などでワクチン接種が難しい方もおられます。ワクチン接種に関連した差別や偏見、
いじめなどが起こることのないよう十分なご配慮をお願いします。

接種券、
母子健康手帳を
ご持参ください

接種当日は

大切なお子さまの命と健康を守るために
ワクチン接種をご検討ください。

生後６ヶ月～４歳 のお子さまへの接種が始まりました。

鳥取県



鳥取県新型コロナウイルスワクチン接種推進チーム鳥取県新型コロナワクチン相談センター
TEL.0857-26-7976　　0120-000-406　FAX：0857-50-1033

その他のお問合せ先専門的な内容（副反応、かかりつけ医がいない場合など）に関するお問い合わせ

とっとり ワクチン
鳥取市東町1丁目220 9:00～17:15受付時間

接種ができる医療機関等のご案内

お子さまへの新型コロナウイルスワクチン接種を迷っておられる　　　　　へ保護者の方

●3回接種でオミクロン株にも高い有効性があります。
●ほとんどが軽度または中等度で回復しており、現時点で得られている情
報からは、安全性に重大な懸念は認められていないと判断されています。

監修：鳥取大学医学部 景山 誠二 教授（鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部アドバイザー）
※出典：第38回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会資料（令和４年10月7日）

オミクロン株の流行により、子どもの感染者数も増えており、新規感染者のうち、
　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　しています。

感染者の増加に伴って重症者も増加傾向にあります。
重症化しないまでも、感染した場合の行動制限など、　　　　　　　　　　　　　　があります。

乳幼児用のワクチンは海外ではすでに接種が開始されており、
　　　　　　　　　　　　　　されています。3回接種することでオミクロン株にも効果があります。

お子さまに基礎疾患があるとき、ワクチンについての疑問や不安があるときなど、
お子さまのかかりつけ医とよくご相談いただき、

ワクチン接種をするメリット・副反応の可能性についてご相談・ご理解の上、接種をご検討ください。

10代以下が3割を超えており 保育所等でのクラスターも継続して発生

安全性・有効性について評価

子どもたちの心身に大きな影響

73.2%の発症予防効果7.2％
16.6％

5.2％
30.8％

各市町村へのお問合わせ一覧 コロナワクチンナビ 新型コロナワクチン
特設webサイトお住まいの地域の医療機関、集団接種

会場等はこちらでお探しください。 小児科医の解説動画やQ&Aなどを
掲載しています。

各市町村のワクチンコールセンターなどの
お問合せ先やwebサイトを掲載しています。

乳幼児接種ができる医療機関は、市町村からの広報などをご確認ください。
お住まいの市町村外でも接種ができる場合があります。詳しくは、市町村にお問い合わせください。

乳幼児接種の概要

ワクチンの有効性は？ワクチンの副反応は？

（オミクロン株流行期に実施した臨床試験結果）

1回目接種後7日間における副反応（臨床試験結果）

38度以上の発熱

注射部位の痛み

生後6ヶ月から1歳 2歳から4歳

生後6ヶ月から4歳までの方（以下、「乳幼児」という。）への
新型コロナワクチン接種が始まりました。
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接 種 対 象 者

接 種 回 数

接 種 間 隔

接種実施期間

ワ ク チ ン

接 種 券

：1回目の接種日において、生後6か月以上4歳（5歳の誕生日の前々日）以下の方

：3回

：◎2回目接種⇒1回目接種から通常3週間
  ◎3回目接種⇒2回目接種から少なくとも8週間

：無料でワクチン接種を受けることができる期間は、現時点では、令和５年３月３１日までとされています。
  お早めに接種を完了していただくことをおすすめします。

：

：接種券の発行時期など詳細は、住民票のある市町村にお問い合わせください。
  なお、接種にあたっては、接種券、本人確認書類とあわせて、母子健康手帳が必要です。

：新型コロナワクチンと他のワクチンとの接種間隔などについては、かかりつけ医等にご相談ください。
  同時または前後２週間は、インフルエンザワクチンを除き、原則として、他のワクチンを受けることはできません。

ファイザー社　乳幼児用ワクチン

（5歳の誕生日の前日からは、小児（5歳～11歳）用ワクチン接種の対象となります。）

（1回目接種で乳幼児用ワクチンを接種した方が、2・3回目接種を終えるまでに5歳を迎えた場合でも、2・3回目接種は乳幼児用ワクチンを接種します。）

乳幼児接種は、5歳以上の接種と異なり3回接種で初回接種が完了します（3回目は追加接種ではありません）。

乳幼児ワクチンは、完了まで11週が必要です。予防接種実施期間内に接種を完了するためには、原則として1月13日までに1回目の接種を行う必要があります。

有効成分は、12歳以上用ワクチンの1/10、5歳～11歳用ワクチンの3/10です。

他のワクチンと
の 接 種 間 隔

□接種券、本人確認書類とあわせて、母子健康手帳を必ずお持ちください。　□接種当日は、保護者の同伴が必要です。✓ ✓

1回目 2回目 3回目

3週間
（例）11/1（火）　　11/22（火）　　　                         1/17（火）

８週間


